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1詰7(5月

再
度
市
民
の
信
託
を
受
け
、
今
後
四
年
間
の
平
塚
市
政
を
担
当
す
る
と
と
に
な
っ
た
加
藤
市
長
は
、
五
月
六
日
朝

八
時
二
十
分
、
市
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
初
登
庁
し
た

の

vt 

の

市
民
の
み
な
さ
ん
/
一
モ
ニ
タ
ー
が
市
民
の
議
見
守
す
い
あ
げ
て

あ
り
が
と
ヨ
ご
ざ
い
ま
す
。
再
び
市
長
一
い
っ
た
ら
、
市
政
の
民
主
化
が
、
は
か
ら

の
座
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
ほ
ん
と
う
に
一
れ
る
に
ち
が
い
な
い
と
信
じ
ま
す
む
こ
の

う
れ
し
く
感
激
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
一
意
味
か
ら
わ
た
く
し
は
、
「
市
政
の
動
き

の
感
激
は
、
十
四
万
市
民
の
市
長
と
し
…
争
議
の
鶴
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
後
い

て
、
ナ
ベ
ザ
の
市
民
に
よ
り
よ
く
奉
仕
+
っ
そ
5
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
の
先
実
と

し
、
献
身
し
て
い
¥
大
き
な
原
動
力
と
な
一
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
等
の
広
報
活
動
を
、

り
、
そ
の
決
意
守
新
た
に
い
た
し
ま
す
。
一
積
極
的
に
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

市

民

の

み

な

さ

ん

/

一

す

。

わ
た
く
し
は
「
人
間
生
ま
れ
な
が
ら
の
一
市
民
の
み
な
さ
ん
/

践
の
ま
ま
で
死
ぬ
の
は
恥
ず
べ
き
こ
た
…
わ
た
く
し
は
『
青
少
年
に
夢
を
、
お
と

だ
」
と
い
う
究
議
森
鴎
外
の
い
戸
}
ば
が
好
一
な
に
希
望
を
、
お
年
寄
り
に
生
き
が
い

き
な
の
で
、
し
ば
し
ば
こ
れ
を
京
用
い
た
一
号
』
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
叫
び
つ
づ

し
ま
す
。
つ
ま
り
人
間
の
績
と
い
5
も
の
け
て
き
ま
し
た
c

こ
り
ょ
5
な
理
想
念
総

は
、
自
分
で
作
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ど
い
一
に
え
が
い
て
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
に
ま

コ
意
線
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
く
し
は
こ
い
進
ず
る
覚
露
で
あ
り
ま
す
勺
そ
の
た
め

れ
書
口
氏
の
都
市
づ
ら
に
も
用
い
た
い
一
に
電
車

2
2
cん
だ
自
分
の
家

と
思
い
ま
す
コ
わ
た
く
し
た
ち
は
平
塚
市
一
の
い
ヤ

ι、
そ
の
近
所
の
こ
と
戸
占
げ
を
考
え

毘
と
し
て
こ
の
土
地
を
祖
先
か
ふ
J

引
き
つ
一
る
傾
向
亭
逗
め
て
い
た
戸
ぎ
、
そ
の
か
わ

ぎ
、
や
が
て
次
の
時
代
の
市
民
に
渡
さ
な
一
り
に
他
ふ
幸
福
寺
罪
、
平
塚
の
ま
ち

け
れ
ば
な
E
な
い
o

生
ま
れ
た
ま
ま
の
館
…
全
体
が
よ
く
な
る
v

旨
)
を
通
じ
て
の
み
、

で
死
ぬ
の
が
恥
ず
か
し
い
の
と
同
様
に
、
一
自
分
の
生
活
の
改
替
も
可
能
で
あ
る
と
お

一つ

ιゼ
木
レ
1
シ
ョ
ン
は
、
受
げ
と
つ

v

考
え
く
だ
さ
壱
今
コ
に
、
心
か
ら
お
観
い

た
こ
の
4
J
J

閣
を
、
そ
の
ま
ま
次
の
ゼ
ネ
レ
一
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
シ
ョ
ン
に
渡
し
て
い
く
の
は
恥
ず
か
し
一
市
民
の
み
一
な
き
ん
/

ぃ
、
そ
れ
に
何
物
か
を
加
え
て
渡
す
べ
き
一
わ
た
く
し
は
清
潔
に
し
て
、
親
切
な
、

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
わ
だ
く
し
た
ち
の
ョ
能
率

σよ
い
行
政
を
、
千
余
名
の
市
職
員

都
市
平
塚
に
、
今
後
何
を
加
え
て
い
く
に
十
分
徹
底
し
て
い
き
ま
す
内
市
役
所

か
、
市
民
が
お
互
い
に
知
揺
守
出
し
合
が
、
市
民
お
笈
い
の
た
め
の
殺
し
み
や
す

い
、
力
争
」
合
わ
せ
て
、
よ
り
よ
き
顔
を
つ
一
い
所
に
な
る
よ

5
、
い
っ
そ
5
の
努
力
を

く
り
出
す
き
に
す
る
費
章
一
意
見
一
は
ら
主
ナ
o
市
政
の
主
人
公
で
あ
る
市

し

ま

す

。

一

民

の

見

守

る

中

で

、

お

互

い

に

励

ま

し

合

市
民
の
み
な
さ
ん
/

A

い
な
が
ら
、
市
政
を
す
す
め
る
た
め
に
お

わ
た
く
し
た
ち
の
住
む
平
塚
は
、
わ
た
一
気
壌
に
市
役
所
の
建
物
に
出
は
い
り
し
て

く
し
た
ち
の
も
の
、
わ
だ
く
し
た
ち
が
よ
…
い
た
♂
ぎ
た
い
。
そ
し
て
箇
接
癌
接
、
常

く
し
て
い
く
も
の
、
そ
L
て
幸
せ
者
レ
っ
戸
に
市
数
寄
巌
視
し
、
そ
の
内
開
q
Lも
関
心

d
い
感
す
忍
も
の
な
の
で
す
-
そ
d
だ
め
一
を
お
示
し
い
た
だ
く
こ
と
を
切
望
い
た
し

に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
つ
ね
に
市
政
の
h

ま
す
。

動
ぎ
に
開
関
心
牢
持
っ
て
、
現
在
ど
ん
な
事
…
吉
田
の
み
な
さ
ん
/

業
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
計
額
が
す
一
わ
た
く
し
は
市
長
四
年
の
経
験
を
生
か

す
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
市
の
ふ
と
し
、
す
べ
て
の
市
民
小
み
な
さ
ん
の
た
め

こ
ろ
ぐ
あ
い
(
財
政
)
は
ど
ヨ
な
っ
て
い
一
に
、
わ
た
く
し
の
決
意
を
申
し
あ
げ
て
よ

る
の
か
な
ど
を
よ
く
知
乙
な
け
れ
ば
な
り
一
り
よ
く
帯
仕
し
、
献
身
い
だ
す
い
戸
)
を
お

ま
せ
ん
y
そ
の
お
役
に
立
コ
の
が
「
広
報
~
約
議
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
み
な
さ
ん
の
ご

ひ
ら
つ
か
」
で
毎
月
一
回
全
世
帯
に
お
題
一
協
力
を
だ
ま
わ
い
ま
す
よ
ヨ
お
願
い
し

け
し
て
お
り
ま
す
c
全
世
帯
の
み
な
さ
ん
干
て
、
市
長
再
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
だ
し

が
、
広
報
を
お
読
み
に
な
っ
て
、
そ

ι内
て
ま
す
。

容
が
茶
の
繭
の
穏
麗
を
に
ぎ
わ
ず
い
主
に
一
昭
和
四
十
一
一
年
葺
一
日

な
っ
た
ら
、
市
教
は
ほ
ん
と
D
に
身
近
か
一
当
選
註
療
を
亭
に
し
て

な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。
広
報
が
バ
イ
一
楕
長
・
加
藤
一
太
郎

プ
の
役
と
な
っ
て
市
民
に
薗
結
し
、
広
報
一
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い
旨
)
し
一
月
、
建
設
省
出
窓
市
に
よ
っ
て
、
紅
谷
町
@
一
に
ち
か
い
状
態
に
あ
れ
υ、
加
え
て
高
い
人
口
集
中
の
な

明
石
町
・
申
島
町
・
宮
の
前
に
ま
た
が
る
、
平
塚
の
中
心
一
か
で
、

hp〕
も
の
遊
び
場
や
、
売
り
場
面
穣
の
不
足
、

市
街
地
一
帯
一
二
項
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
妨
火
地
域
に
一
駐
車
場
や
公
箆
緑
地
の
不
足
な
ど
沼
増
し
に
居
住
療
援

指
定
さ
れ
た

vk)に
よ

D
、
駅
前
な
ど
一
部
に
、
共
隠
一
の
惑
必
を
招
い
て
い
ま
す
。
線
九
札
た
土
地
の
高
度
利

防
災
建
築
の
工
事
が
す
〉
品
、
注
目
ざ
れ
て
い
ま
す
。
一
用
を
は
か

D
、
再
開
慰
留
の
繁
栄
と
、
こ
〉
に
住
む
人
た

間
同
地
域
内
に
共
同
耐
火
構
造
建
築
を
T
る
は
め
い
は
、
一
ち
の
安
全
と
住
活
を
守
っ
て
い
く
5
え
で
、
今
後
は
、

建
ベ
い
軍
一

0
0
%、
歯
照
市
か
ら
の
補
助
金
、
優
先
一
防
災
共
尚
建
築
が
糞
け
ん
に
考
え
ら
れ
て
よ
い
で
し
ょ

融
資
な
ど
い
く
つ
か
の
利
点
が
あ
D
、
施
工
す
れ
ば
市
一

5
0

街
地
再
開
発
、
土
地
の
高
度
利
用
、
路
脂
街
利
益
率
と
一
建
設
部
で
は
、
関
係
地
区
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
防

復
活
摺
墳
の
改
禁
向
上
、
防
災
な
ど
多
角
的
な
由
利
益
が
一
災
共
同
建
築
を
す
〉
め
る
説
明
会
を
、
さ
き
ご
ろ
数
会

あ
る
1t
さ
叫
て
い
ま
す
。
平
塚
の
防
火
地
域
は
鋭
部
か
一
場
で
ひ
ら
き
ま
し
た
υ

こ
の
結
巣
、
精
屋
一
ア
パ
ー
ト
に

ら
薪
仲
道
D
ま
で
の
同
国
道
一
号
線
周
辺
と
紅
谷
町
一
稽
一
縫
続
し
て
中
沢
ピ
ル
(
地
下
ご
嫡
池
上
九
婚
〕
と
、
駅

で
、
こ
の
地
域
に
は
長
階
屋
・
志
沢
a

緑
屋
・
能
回
融
各
一
前
兵
詞
ピ
ル
(
地
下
一
一
一
一
階
・
地
上
八
階
)
が
着
工
、
両

デ
パ
ー
ト
の
ほ
か
、
各
銀
行
な
ど
高
層
不
燃
化
ピ
ん
が
一
ピ
ル
合
算
で
一
悠
一
万
一
千
一
一
一
百
八
十
七
平
方
が
、
ヱ
費

潜
策
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ピ
ル
の
簡
に
は
、
一
九
銭
八
千
四
百
万
円
と
な
免
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ぜ
ん
、
木
途
中
判
長
が
密
集
、
災
害
に
対
し
て
無
妨
備
一
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昨
年
六
月
の
通
常
間
田
舎
で
成
立
し
た
家
主
間
共
済
制
度
の
改
正
法
が
、
羽
月
一
日
か
ら
実
施

に
う
つ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
山
宮
、
「
現
行
制
度
は
多
額
飼
章
午
、
を
す
る
詐
産
経

営
の
義
近
の
変
佑
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
掛
け
金
負
担
が
重
い
」
な
ど
と
い
う
護
家
の
不
満
に
こ

た
え
た
も
の
で
①
金
頭
を
問
時
に
加
入
さ
せ
る
包
括
加
入
万
式
の
絞
岡
市
、
③
一
農
家
が
負
担
す

る
共
済
掛
け
金
の
大
幅
な
軽
減
、
③
共
済
制
度
に
よ
る
診
療
限
度
の
事
実
上
の
引
き
上
げ
、

④
損
害
紡
応
事
業
の
強
佑
な
ど
を
骨
子
と
し
て
い
ま
す
。

(第3種郵便物認可〉

家
畜
共
済
制
度
の

主
な
改
良
点
は
次
の

と
お
か
で
す
(
農
林

替
の
資
制
か
ら
)

①
泌
入
方
法
の
改
正
・
い
ま
ま
で
の
一

頭
ご
と
の
加
入
方
法
愛
感
止
、
全
額

包
括
加
入
方
式
を
採
用
市
し
十
ち
乳
牛

事
肉
用
牛
・
時
四
時
開
と
い
っ
た
家
造
の

謹
類
ご
と
に
一
括
加
入
さ
せ
る
方
法

で
、
乳
牛
守
一
一
一
誠
一
飼
っ
て
い
れ
ば
二
一

頭
開
時
に
、
六
顕
飼
っ
て
い
る
人
は

ふ
ハ
領
春
闘
州
時
に
加
入
申
し
込
み
宇
し

て
い
ん
ぬ
そ
こ

εじ
な
る
宅

加
入
申
し
込
み
を
受
け
る
と
、
市
は

引
き
受
け
検
査
を

L
倍
絡
を
評
価
し

て
農
家
は
評
笹
口
計
額
の
八
割
の
鐙

開
閉
内
で
共
済
企
額
を
き
め
、
申
し
込

む
乙
と
に
な
る
c

包
括
加
入
で
は
、
年
潤
に
一
関
数
の
増

減
が
あ
っ
て
も
、
自
動
的
に
加
入
・

脱
退
a

て
ん
嬬
準
の
変
化
か
行
な
わ

れ
、
つ
ね
に
全
説
加
入
の
常
態
に
お

か
れ
る
-
談
所
の
額
数
に
異
動
あ
っ

た
と
舟
農
家
は
そ
の
つ
ど
市
民
産
課
一

へ
努
勤
通
知
を
出
す
必
要
が
あ
る
c

め
品
開
家
の
品
開
混
同
軽
減
e

国
庫
凸

ム
引
い
壱
引
き
よ
り
、
農
家
m

大
槌
i
軽
減
ト
た

u

い
ま
ふ

負
担
は
、
共
演
州
出
金

ω死臨

分
の
一
だ
け
だ
っ
た
が
¥

楠
聞
く
青
少
年
の
心
の
支
え

昭和 42年 5月15日(3) 

寵駐屯謹吾d寺霊註J軍泰明窓匙持翠=---=晋語持室長f電惹

し
際
関
と
し
て
次
の
制
出
合
で
国
庫

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
乳

問
牛

em入
頭
数
一
二
頭
で
は
三

分
の
一
二
二
五
頭
で
は
千
五
分
の
一
…
ザ

六
一
…
十
九
顕
で
は
二
分
の
一
、
一
一
一

十
額
以
上
で
は
三
分
の
一
、
マ
市
阿
南

機
能
沼
復
訓
練
会

肢
体
不
自
由
児
の
機
静
」
回
復
制
訓

練
会
と
、
在
宅
綿
棒
児
命
活
訓
練

会
の
今
月
の
日
程
次
の
と
お
幻
。

マ
5
月間川口
μ
叩
時
!
日
時
夕
陽
ケ

丘
母
子
寮
何
〉

5
両
刀
打
臼
お
時
間

時
見
出
削
台
武
道
場

を
負
い
年
金
治
十
日
間
の
負
傷
を

た
xu

門
感
謝
状
〕
マ
土
星
座
禅
川
愛
川
会

(
会
長
木
村
一
一
一
千
一
一
一
氏
a

会
員
一

関アッ貫主い そのスピードカザEを招〈

閣一秒待つ 心 の ゆ と り が 身 者 守 る

綴とび出すな 率は懇iニ止まれない

{王子塚市安全協鶏会〕
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-一日_，.

で

マ
統
一
地
方
選
の
最
終
カ
ー
ド
で
あ
り
、
市
廷
に
も
っ
と
も
み
じ
か
な
選
挙
と
し
て
注
冒
さ
れ
た
市
長
・
市
議
療
は
、
四
月
一
一
十
八
民
投
索
、
翌
二
十
九
包
繍
繋
と
腐
灘
ム

マ
に
す
ふ
み
、
市
長
滋
は
二
十
九
日
正
午
ご
ろ
ま
で
に
大
勢
が
判
明
、
現
職
の
加
議
一
太
郎
候
補
が
三
万
九
千
四
十
八
盟
、
宇
獲
得
し
て
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
に
は
い
っ
ム

マ
て
市
議
一
一
一
十
六
名
も
相
次
い
で
確
定
、
今
後
四
年
間
企
巾
政
の
に
な
い
で
が
き
ま
り
ま
し
た
の
市
議
選
で
は
十
四
人
の
新
人
が
進
出
、
投
票
率
で
七
七
a

八
一
%
と
い
5

ム

マ
乙
れ
ま
で
の
最
低
亭
託
銀
し
ま
し
た
。
当
選
者
は
主
月
↓
呂
の
恩
朝
い
ず
れ
も
新
鮮
な
足
ど
り
で
初
登
庁
を
す
ま
せ
、
銭
湯
で
、
磯
村
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
の
付
ム

マ
与
を
受
げ
ま
し
た
o

加
藤
市
長
は
主
月
六
臼
、
幹
部
職
員
が
ま
関
に
出
迎
え
る
な
か
争
前
長
窓
に
は
V
り
、
そ
の
あ
と
市
職
員
に
初
の
訓
示
を
行
な
っ
て
一
職
務
に
つ
き
ま
ム

マ
し
た
。
議
会
は
去
月
十
八
日
に
初
の
磁
時
会
を
招
集
、
こ
L
で
正
問
副
議
長
、
各
盟
国
委
員
会
正
部
議
員
長
、
同
護
員
一
、
市
議
査
委
員
な
ど
を
選
任
す
る
予
定
で
す
。

ー
〈
得
票
傾
)
敬
称
略

i

(止二)午窟Ij7時、投喜要領姶と窃時に、投業所入口には市民カマ

長い主"Jをつくり索中の入!こー襲安投じた。

〈下〉最低記録をつくった投薬事だが、婦人有権者は81.29妬

が技襲、男性を 796ちか〈よまわった。

忠明日巧暴言語?主翼き3令交弓特皐古
書露言24否露ばにの昌吉宮』士 EL!とつ席可記長

議た ζ者定通話量毛品晃一嘉今」き?露主義

i訪日2222i計量225警551要21
や人かだん

ミ思警守 選挙l:t人ごとで/1.ない 量
信号 市 選 管 委 員 長 磯 村 名 男 2聖子5室長君主

×きEZ重幸芸蓄量支持一三重時事室審議警署員号室主民

× ;?iiizjiii;Fijii;iii!?;主主
なぞの むをらならも 破、力、無わは大にる。がさしで

…
都
市
化
の
な
か
の
農
家
…

教養コース{読書全ー部土史など)

職業コース(題業ー商業簿記など)

趣味コース(手工芸・毛筆・華街)

特別コース/体育レク、青年指導1
1者高校通信教育などj

豊富開設 6丹 43年2月まで60時間
毎月 3-4西市民センターや公民

館で、学習は午捷6時から 8時ま

で1回2時間の予定です。
癒募集 5コース15学級、 1学級

20-30入、市内在住荏勤の青年男

女15才-26オまで。費用無料、た
だし特別活動は自己負担申し込み

tま5月30日まて〉

民生部青少年課へ

購
醐

5
月
刊
日
誌
側
同
日
臨
時

i
仲
間
時
吋

癒
率
塚
市
民
セ
ン
タ

i
ホ
i
ル

へ
記
念
式
典
と
演
芸
会
な
ど
)

書量殺・転域内体験、職場で

の教育自線、故郷を離れて

濁らく生活、私の生きがい

希望や感想などを 400宇づ

め原稿用紙6枚以内にまと

め、 5月初日までに、横浜

市中区日本大通り34神奈川

縛ス少年車へ主主って〈ださ

い.資格は昭和22年 4月1

百以降に生れた働〈青少年

〈わし〈は青少年誤へ@

労働者.NHK
B本新間協会
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投 票 区 有主主投孟)投謀議

竺一一一記竺組民社げ竺
I 1 春 E 野中 I4，12臼 3，240'1 78.64 

2 富 士 見 公 民 鋭 I3，227: 2，5491 78.99 

3 江南 高 3，495 2，7551 78.83 

4市役所 3，4921 2，62司 75.11

5 見 的 合 体 育 館 1 2，221 1，76副 79.60

6 I日市役所 I2，030 1，63民 80.59

7 市 民 セ ン タ ー 1，787 1，35判 75.66

8崇警小 1 2，895 2，30針 79.55

2 松原 公民 館 3，059' 2，3321 76.23 

10図 書館 1 3，703' 2，8671 77.42 

11花水小 3，518 2，47間 70.47

12 花水公民館 3，4381 2，53刻 73.73

13 農業会館 I3，083 2，19訓 71.13

守家資?民館 I3，叫 2，叫 73.30

1b 太洋中 3，4971 2，7151 77.64 

16港 小 I2，615; 丸13引 81.61

旭 小 4，8301 4，020¥ 83.23 

18 I日大野支所 3，721 2，8911 77.69 

19中 原小 6，7101 4，9421 73.65 

20 八幡 公民 銭 4，762: 3別 74.04

21大野 小 1 3，51引 2，7101 77.05 

22 愛国 公民 館 1，6似し37司84.94

幻神 間 公 民 館 3，61司 79部

24 域島 公民 館 1，264 1，侭引 83.54

25 金悶公民館 1 1，85聞 1，58副 85.31

26土産小 1，35引1.100，81弓06

27 宮 沢 ノト 1，01司 8741 86.36 

28 照崎 公民 館 1 1，08副 1，02判 94.19

29金回 小 I3，41守 81.07

i伊襲関
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市
内
中
小
企
業
安
対
象
に
、
総
額
二
億
二
千
五
百
万
円
の
資
金
融
資
を
骨

量
す
。
資
金
融
資
、
信
尉
保
薮
栴
補
助
、
利
子
格
助
な
ど
が
山
内
容
で
、
激

き
上
げ
な
ど
、
次
の
諸
点
点
官
官
五
充
実
を
は
か
~
て
あ
り
ま
す
。

E
E一三一一
E
E
E
z
z
E
一一言
E
=
=
一一三一:

第 187号

大

E手

{:( 

E手

イヱ
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〈第3種郵便物認可〉昭和 42年 5月訪日

間
英
次
(
土
沢
)
、
貯
ム
ん
高
橋
宇

太
郎
(
大
野
)
、
間
小
世
田
好
関
嗣
(
神

田
)
、
白
菜
t

君
島
英
一
持
(
土
沢
)
、

大
根
域
自
正
子
(
金
田
)
、
に
ん
じ

ん
蓑
島
麓
充
(
土
沢
〉
、
カ
リ
ア
ラ

経
済
部
鐙
鐙
諜
は
二
一
一
月
六
日
市
役
マ
鍍
臨
時
生
産
者
e

川
口
新
蔵
(
豊
田
)
田
中
ト
キ
(
神
田
)
、
松
木
保
(

所
一
一
一
階
会
議
零
人
、
四
十
一
年
度
の
幾
熊
沢
敬
治
(
箆
回
〉
、
小
川
正
平
(
大
一
野
)
、
伊
藤
吉
釆
郎
(
大
野
)
、

業
関
係
総
合
表
彰
式
亭
あ
げ
、
優
良
護
金
田
)
、
二
宮
銀
綴
(
金
問
)
、
高
マ
優
良
集
荷
額
体
・
中
央
農
協
金
田
支

政
協
力
第
十
氏
芳
は
ひ
め
、
震
度
生
産
梨
薦
(
城
島
)
、
清
国
弘
治
(
城
島
)
所
、
神
田
農
協
。

著
書
鍵
良
集
荷
面
体
・
各
露
目
μ

朗
読
会
・
軽
部
陣
拘
之
衣
(
関
崎
)
、
青
市
議
(
マ
各
種
品
開
貯
金
よ
一
位
入
賞
(
優
等
の
み
〉

協
進
会
等
入
箆
者
を
義
彰
し
ま
し
た
。
国
間
総
)
、
一
一
宮
大
丈
夫
(
土
決
)
、
玄
米
南
崇
高
雄
(
金
田
)
、
小
麦
援

受
賞
者
次
の
と
お
D
(敬
称
路
)
、

マ
優
良
醐
腰
掛
品
協
沼
田
岡
・
安
藤
先
治
(
馬

入
一
一
一
斑
〉
、
亀
井
幸
造
(
中
隊
御
殿
)

落
合
儲
次
(
田
村
第
一
一
一
)
、
銘
木
文

治
(
上
山
下
)
、
一
一
智
正
糊
(
中
宮
沢

第
二
、
森
事
平
(
金
{
回
綴
之
内
)

加
藤
宜
野
光
(
向
精
入
山
瀬
)
、
横
揺

光
夫
(
入
野
第
一
)
、
高
梨
饗
夫
(

由
属
国
打
開
本
)
、
松
井
昭
二
(
日
明
所

下)。

マ
土
地
改
良
事
難
功
労
者
e
鈴
木
孝
次

郎
(
旭
地
区
河
内
)

ワ
l小
宮
好
関
附
(
神
田
〉
、
ね
ぎ
江

原
基
一
(
金
田
)
、
甘
し
ふ
小
清
水

茂
(
土
沢
)
、
馬
鈴
し
ょ
青
木
栄
一

(
神
田
)
、
問
中
い
も
坪
弁
恒
吉
(
金

図
)
、
み
そ
大
鰐
援
(
旭
〉
、
し
よ

う
治
石
鼠
正
太
郎
(
大
野
)
、
杭
紛

1年度農水産業関樺

臨告表彰式

ー
今
年
凌

に

横
山
出
回
吉
(
土
決
)
、
久
保
関
芳
雄

〈
金
目
)
、
小
巻
悦
二
(
金
自
)
、

芹
沢
努
男
(
金
田
同
〉
、
吉
野
健
太
郎

(
旭
〉
、
吉
沢
敏
夫
(
畑
地
)
、
援
活

援
市
(
平
塚
)
小
合
先
男
(
神
田
〉

保

認
金
釘
が
五
十
万
円
以
下
の
保
設
料
一

に
つ
い
て
は
金
額
、
保
町
出
金
額
が
五
一

十
万
円
を
こ
え
る
ば
あ
い
は
保
証
料
一

の
こ
一
分
の
一
一
c

補
助
対
象
と
な
る
の
一

は
、
①
市
の
中
小
企
業
金
機
、
丹
時
県
一

の
小
企
業
事
業
資
金
、
内
U
自
聞
の
中
一
冗
一

ふ
束
事
業
察
官
、
議
設
備
章
一

化

資

金

し

一

ヘ

。

一分一

ド

し3
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衛生課は、今月来から、離乳期に

はいった市内時!J830人U_'放ちゃんを

対象に、 20会場で育児相談を行ない

ます。対象になる必は、生後 5か月

から百か月までの赤ちゃんで、栄養

指導旬体重訪刊定などを内容としま

ず。こ(f.、湾児相談は、いままでE墨書署
地域だけを対象にしていたものです i
泊、湾施指導。:強化とい:5方針によ

ってことしから、全市的に行なうも

のです。該当児をお持ちのお母さん

I士、母子億康手経を持って、お近く l 

の会場へ。 i
翻殺菌良重量・吊

5月23日吉沢小学校

ρ 25白 土産量小学校

/1 26日間階公民館

ノノ 30臼 城島公民館

ノ" 31日金府公民館

日月 1日泡公民館

ノノ 5日 霊童図公民館

ρ 日罰 金日公民館

/ノ 7臼中原公民館

ノノ B日 神田公民館

ρ 12日 南際公民豊富

ノノ 14日 東中盟主公民館

ρ 15日八幡公民館

滋巴刃包白 -7月，38までの7会

場は次号に掲載します乙主主り 7会

場はいずれも計百詰地ですο

豊富時掲・各会場とも9時 -10時30分

生ワクチン投与巡頭中

春か巳重宝にかけて多L、、流行性小

生後5-6か丹、元気な赤ちゃん

もう表僚もゆたかだ

小児マヒ生ワクチン江投与を五畳間実

施中でナリ該当用をお持ちの家庭で

は、予防接種手帳と母子健E翼手践を

持参のヨぇ、お近くの会場へ。

住所@世帯主氏名 e こどもの名ま

え・生年月日などを、当日会場で

あわてて記入する人がいますが、

家で書き込んでくるよヨにしてく

ださい。

豊富該当児・①第 1回居昭如4:年 7月

.1 8-42年 1月31臼までに弓二れた

子、③第 2[ijja昭和41年 2JJ1 R 
-41年出月初日までに生れた子、

③上記以外の子で、生後18か月ま

での簡に 2協の投与や受けてし、な

い子。

露i出E自民主畢"..。

5月!日間 金自公民館

グ 17日土沢中学校

11 18日旭公民館

グ 19臼 !日凶之宮公民館

20日 金田公民豊富

/1 22日 豊田公民主官

11 23白神田公民館

11 24百 八幡公民豊富

ρ 25日須賀公民館

1/ 26日 干吉本公民館

I1 29日 中原公民館

μ 初日松原公民館

/1 31 B 路間合武道場

ρ 31民 主富士見公民館

随時商・写会場とも'3時30分~

(第3積郵便物認可〉 第 187号

還を宮前}こ、 E語チフス φ パラチフ
ス(J)!毘合予防接種も巡回中です。こ

の予防接喜重!立、幼児だけでなく、 60

i働団巡島
5 JlI5日、金百小学校土蜜小学校

J) 16日協公民館宮沢小学校

ρ 18白 金 泊 公民館岡崎公民館

l H  20白域島公 民館設国公民館

グ 臼神自公 使館須賀公民館

ノフ 26呂 富士兇公箆館

日月 58 fEl吉田之官公民館

μ 68 中原公民館

H 8臼 花;1く公民館

ノソ 10日混同1台武道場松原公民豊富

録時罪悪・各会場とも12時2C分 -15時

日本脳炎の

皐月12図から巡函

日本脳炎の予防注射も巡隠します。

一般の人

ぬまでのおとなもナベて対象としま l 事盟主主主主児・③初回参生後滞日か月の

守 J ぜひ家族そろって受けてくださ 子でまだ1度も受けていない者
いa すべて無料です。 (2協接種)、②i皐加・初回完了

嬢該当者 φ ①初勝・ 3才以上の入で l 後工年たっている子 (1函鐙得)
この予窃主書留を1闘も受けていな

い者(今回 31活接種〕、②追加・
護軍巡思記事基(第 1回)

初回完了後1年たっている人勺 5月 12白 金 IJ小学校

重量巡回臼稜 (第 1自) H 13日旭公民館

5月沼田 !日OJ之宮公民館 l ノノ 14臼 金田公民館

ノ" 23日 中限公民館 11 15日豊田公民館

11 25日花木公民館 J/ 16臼神間公民館

μ 27臼見附台武道場松原公民館 /1 17日 八鰭公民豊富

土屋小学校

吉沢小学校

時崎公民自宮

城島公民館

真土公民館

(第 2ll呈i盟問 r日間之寓公民館

5月 17日 神田公民館 須賀公民館 l 一一円以下次号で一一一
ノ 198 富士見公民館

事襲約金・初i司 1図につき 15C円、追
ノ， 298 r百四之宣言公民館
ノノ 30臼 中原公民館 '1 1)[吃り円、乳幼児は縦割ぜす。

日月 1 8 花水公民館 l ※第 2!Ul闘の巡[現は8月 19白から

μ 3臼 見 附 台 武 道 場 松 原 公 民 館 : はじめます。

t ・阿南ぽ 同 ・・白
中ゴニ
原屋
公小
民学
長官校

関吉
階沢
公小
民学

縄究

観青少年lこ、次代をになう誇りと頁イτ:と

を強く自覚するよう促す。

韓親 は も と よ り 市 民 ひ と り ひ と り が 青 少

年 の育成に関心を高める。

掴よい社会環境をつくる。

青少年課で、青年初体の登録を求

めています。査諒グループに(正団

体運営やレク 'Jーション指導の江

か用具賢し出しなどできる限りの

便宜をはかつます。

上Z記事.防総度の錦織金交付蜘Ni'm構内金頭鈍椅にそなえて
み'>!す.

お気軽にご相談くださいー寵童話湾叡繍こに襲撃 (22) 7開
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骨
ひ
ら
く
。

所
得
税
法
芝
、

紙
税
法
な
ど
が
主
な
市
内
容
。

擦
と
き
e

六
月
十
二
日
寸
三
時
か
ら

認
と
ζ
ろ
。
娯
鐙
小
学
校
講
裳

門
ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
投
融
欄
か

ら
〕
平
塚
に
は
、
大
き
な
も
の
円

け
で
も
、
十
指
に
あ
ま
る
青
少
年
間

体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
役

員
会
や
打
ち
合
わ
せ
会
な
ど
会
合
の

場
所
が
な
く
勤
め
帰
D
た
、
や
っ
と

傍
D
た
公
民
館
な
ど
に
集
ま
D
、
夜

お
そ
く
パ
ス
で
帰
宅
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
も
、
公
民
館
は
、
ほ

と
ん
ど
い
つ
も
満
員
で
、
よ
ほ
ど
手

ま
わ
し
孟
く
傍
白
な
い
と
翁
明
閣
議
の

よ
う
怠
所
や
市
役
所
の
青
少
年
課
を

管

3vp」
に
な
れ
長
す
。
市
役
所
で

叡
ま
で
だ
い

ぶ
あ
杓
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
閉
山
体
が

利
雨
で
き
、
十
人
ぐ
ら
い
は
い
れ
る

共
聞
州
事
務
所
の
よ
う
な
も
の
を
、
平

鎌
田
肌
に
ち
か
い
所
へ
提
出
惜
し
て
く
れ

る
よ
ヨ
顕
い
ま
す
。

察
と
し
て
、
一
議
の
な
か
に
各
館

体
部
に
劉
ゑ
当
て
た
ロ
ッ
カ
i
を
重

き
、
備
品
や
書
類
品
古
田
阻
け
る
王
ラ
に

し
た
ら
E
一
思
い
ま
す
。
あ
と
、
会
議

閉
の
机
ど
椅
子
な
ど
あ
れ
ば
、
共
同

事
務
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。
選
管
な

ど
、
各
関
体
の
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
っ

て
決
め
れ
ば
よ
い
と
忌
5
の
で
す
が

平
揮
市
ユ

i
ス
。
ホ
ス
テ
ん
協
会

昭和 42年 5月15臼

関
波
書
苧
蜘
審
議
繁
一
義
一
聞
に
住
所
@
氏
名
お
苧
一

六ー

:
l
t
J
し
文
部
省
で
、
第
二
十
一
一
間
一
一
年
令
・
霞
惑
を
雨
明
記
。
一

!

一

一

}
!
ι
芸
術
祭
の
た
め
の
刷
脚
本
号
一
瞬
入
舗
や
入
選
各
一
続
二
十
万
円
、
径
一

募
集
し
て
い
る
。
七
月
一
一
十
日
ま
で
一
作
各
一
一
鰯
五
万
円
。
一

に
、
次
の
要
時
酬
で
、
東
京
都
千
代
田
一
態
勤
労
務
少
年
六
百
人
毎
滋
助
一

思
惑
ケ
興
一
ニ
の
こ
の
こ
文
部
省
文
化
一
H

・
0

J

平
塚
、
大
蝿
瞬
、
一
一
宮
、
伊
一

一

日

つ

ど

い

"

一

局

強

術

課

ヘ

。

一

h

・

λ

勢
隊
一
市
一
一
一
町
と
機
業
安
一

一
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
e

放
送
時
騎
総
分
一
定
所
な
ど
が
共
催
し
た
、
新
し
い
勤
一

(
凶
習
字
路
稿
用
紙
匂
枚
程
度
)
一
労
脅
少
年
争
通
え
る
つ
ど
い
は
凶
月
一

一
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
放
送
時
間
閥
的
分
一
十
回
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
聞
か
れ
一

(
関
西
字
燦
穏
煎
紙
筋
枚
程
度
)
一
新
就
職
者
六
百
人
が
診
加
し
た
。
加
一

内
容
は
物
語
牲
を
も
っ
宋
放
送
の
作
一
藤
市
長
な
ど
関
係
者
が
数
必
と
激
励
一

局
、
数
名
の
共
作
も
可
。
一
の
M
V
F
}
ば
亭
選
白
、
箆
児
島
県
出
身
一
レ
ゼ
ン
ト
L
、

一
応
募
・
四
百
字
原
稿
用
紙
に
イ
ン
ク
一
プ
ラ
ス
テ
ク

K
K勤
務
の
橋
口
務
君
一
ト
和
田
茂
氏
が

構
留
尋

c
、
作
品
の
は
じ
め
一
…
枚
以
内
に
一
部
就
職
者
争
代
表
し
て
ち
か
い
の
こ
一
会
人
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

作
品
の
ね
ら
い
と
あ
ら
す
り
を
添
え
一
と
ば
を
の
ベ
た
。
一

青
少
軍
課
と
し
て
も
、

…
お
答
え
.

:
j
各
青
少
年
弱
体
の
足
が

ふ
D
に
な
る
よ

5
な
場
所
の
必
援
を

認
め
て
い
ま
す
。
市
は
今
年
度
か
ら

推計人口

人口融童生 141，796人
役帯総量

市域面輯

人口密度

前月比批帯増

人口増 565人

帯構地 75，910人(1g，374設帯〉

大 野 31.14811( 7，298グ〉

豊田 2.597"( 571 I! ) 

柳 田 7，564"(1，74811 ) 

銭島1.988"( 摺811 ) 

問 時 1，751/1( 剖1") 
金田 2.94911( 695 fI ) 

熔 8，17311( 1.936 o ) 

土沢弘863'!( 707 11 ) 

金目 5，85311( 1，335 11 ) 

(42. 4~1現在〕

市
役
所
の
義
手
に
文
化
セ
ン
タ
ー
の

建
設
亭
す
ふ
め
、
図
番
館
、
博
物
館

に
次
い
で
、
青
少
年
会
館
も
建
設
す

る
計
爾
で
、
い
ま
企
箇
欝
理
案
」
中

心
に
、
い
￥
院
か
い
プ
ラ
ン
を
検
自
制
し

て
い
ま
ナ
。
青
少
年
会
館
が
で
き
れ

ば
、
催
物
や
会
合
に
適
当
な
ん
!
ム

も
い
く
つ
か
青
少
年
諸
君
に
開
桜
子

る
い
位
)
に
な
huま
す
の
で
、
務
状
の

改
警
に
大
き
く
役
な
っ
と
考
え
て
い

ま
す
し
、
内
姦
事
務
局
も
い
ろ
い
ろ

ご
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な
D
ま
し

ょ
5
0
な
お
青
少
年
会
館
の
建
設
は

沼
十
凶
時
獲
の
予
定
で
す
。
駅
付
近

山減笛穣翻三宝院に践する穆験

{しゅけん〉由宅ι治元年に関創し

たとみえているから奇から413

!年のむかしからあったものであ

動大問 e 不動堂}るしたがって班中 (!573~
9<)の走塁立と伝える宿内務襲寺

よDいくぶん古い重重である。

堂内に安賀されていた不勤務

密援は長マ5句、長室華町時代の作

ひどくいたんでいたので昭和lS
年ごろ議中の人々や不動大門の

有志たちの寄付金で大修溜がお

こなわれすっか.b立派になった

ことを覚えている。

この大潟喜志の境内に延窓8年

(1678)に建てた大きな大日如

来の石探知蒼然と鐘かれその局

関に石町、がE記されていた。

明治初年修験が廃絶されたの

ち大流践の沼地は小田原罪事士で

あった岩瀬氏の宥に癒し今宿}こ

及んだので主主い部不動主主は岩瀬

氏の私有地の上手こ在ったわけで

ある。この不動堂を復興したい

と考えていあ入もあるが敷地そ

の他の点でかんだんに復活する

ζ とはできない汗ろ:50 しかし

「不動大内j f不動機陀」の俗

騎守立残しておきたいと鼠ヨ。

さきに雲つア3楚申石壌は現在

鰐雲寺の草署内に移されているこ

とを書き添えて霞く。

高瀬普電著書

新綴相模溜風土記、平塚新1替
の条}こ fn蕗往還、愛甲郡原木，

鼠州八:E一手議、指ノ鶴jと載っ

ている道は昭和20年の敗戦のの

ちいちりと5しく変童話してしまっ

たがそれでも駅前の産業遂路の

東側には7メートルほどの滋が

現存していて幾分むかしの面影

をとどめているがこの滋とて在

時の位麗か020メートんほど東

}こ動いていてむかしのままでは

ない@

平塚新宿の人たちはこの道を

「厚木選j とか f不動大門Jと

か呼んでいる。 r不動大門j と

い 5のは誌の還に不動主討さ一宇

あったための鈴称である。

不動蛍は225坪の境内と 2段

歩ちかい見捨地を持ってし、だと

記録されていて戦災までは 3間

四方の不動設があった#唱呂和20
年 7月16日夜の戦火で跡形もな

くなってしまった。

E吉認に依ると出むの霊童の本来の

名は大光院でllUlこ天神坊とよび

っ
く

w

」
ど
も

市
教
育
も
の
も
ウ
ソ
な
の
で
す
コ
ウ
ジ
と

研
決
断
'
は
何
で
し
ょ
ヨ
。
と
も
か
く
事
実

教
出
荷
擦
に
合
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
♀

ιは

談
窓
で
鍛
っ
た
湊
例
か
ら
確
か
で
す
し
、
た
対
そ
れ
だ
け
の

こ
ん
な
こ
ど
も
窓
聴
で
し
ょ
ヨ
か
。
ウ
ソ
は
伺
か

ウ
ソ
が
ヨ
ま
く
て
綴
で
し
あ
る
私
の
笛
的
の
た
め
に
憲
識
し
て
つ
か

ま
で
戸
ま
ざ
れ
て
}
ギ
仇
う
υ

で
も
れ
る
ウ
ジ
と
い
っ
た
ら
い
い
で
し

そ
の
亘
そ
は
す
ぐ
わ
か
っ
て
し
ま
よ
う
。
つ
ま
D
自
分
が
し
か
ら
れ

ヨ
。
そ
の
う
え
人
の
物
を
か
く
し
な
い
た
め
と
か
や
っ
た
乙
と
、
や

た
D
し
て
菌
っ
て
い
ま
す
。
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
か
く
す

な

ぜ

だ

め

と

か

、

他

人

に

賓

任

を

な

す

ν
回
)
も
の
諮
し
に
ろ
く
に
茸
も
り
つ
け
る
た
め
と
か
、
他
人
を
お

か
き
な
い
、
こ
ど
も
の
潟
心
事
に
と
し
入
れ
る
た
砂
と
か
の
よ
か
ら

も

少

し

量

壁

宮

崎

再

建

的

の

た

め

に

承

知

な

い

、

管

室

る

、

車

載

説

得

し

て

童

話

わ

な

い

警
察
に
い
い
つ
け
る
な
〉
で
今
拡
磁
悶
館
総
守

ζ
Eを
い
う
担
割
合
と
い

ど
の
威
嚇
乙
ど
も
の
白
鶴
警
明
轟
審

5
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

裁
や
自
尊
心
を
弱
つ
け
鱒
鰐
r
除
門
持
伊
弘
一
ぅ
。
こ
の
乎
は
姉
、
妹

、
廊
属
惑
を
与
え
る
よ
援
駿
雛
積
場
警
の
中
に
は
さ
ま
れ
他
と

ヨ

な

憶

し

み

の

設

現

ど

比

較

さ

れ

た

り

、

本

人

い
5
も
の
は
、
打
っ
た
hu、
た
た
の
読
で
自
尊
心
を
傷
け
る
よ
5
な

い
た
わ
J

の
孫
範
よ
れ
却
も
そ
れ
以
上

wtvと
を
言
わ
れ
た

P
、
続
め
揺
奇

に
こ
ど
も
の
気
持
ち
の
発
達
を
侶
に
よ
っ
て
こ
ど
も
は
愛
情
を
ひ
き

欝
?
ど
ま
す
o
v
)
ど
も
を
批
難
し
た
せ
る
た
め
に
も
ウ
ジ
を
つ
い
た
D

D
お
か
し
め
た
D
、
皮
肉
っ
た
D

す
る
の
で
ナ
。
そ
の
よ
ヨ
な
こ
と

他
と
一
兆
較
し
て
あ
さ
け
っ
た

D
す
に
気
づ
か
ず
、
お
ぎ
か
し
と
か
、

る
い
ヤ
と
に
よ
っ
て
こ
ど
も
の
人
格
ば
か
に
し
た

D
、
皮
肉
っ
た

D
し

の
発
達
巷
ゆ
が
め
る
こ
と
は
当
然
て
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
で
す
。
も

で

す

。

っ

と

本

人

が

そ

ャ

コ

す

る

の

か

争

議

ど
う
し
た
ら
;
静
に
み
て
親
同
鞠
街
し
な
け
れ
ば

ウ
ソ
を
つ
い
た
乙
と
が
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

い
ヨ
お
と
な
は
ま
ず
な
い
で
し
ょ

5
u
ウ
ソ
を
つ
い
た
ら
エ
ン
マ
様

に
舌
を
抜
か
れ
る
、
そ
の
諮
そ
の

(
担
当
・
打
弱
所
長
)
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